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たねを収穫する　 

しののめキッズパーク保育園
　11 月 10 日（土）、園児の保護者の皆さんを対象に、三ツ
又沼ビオトープや荒川の草花を育てようプロジェクトにつ
いて講話を行いました。その後、園児代表より園庭ビオトー
プで育てた荒川の草花の “たね” をいただきました。このた
ねは、園児たちが一生懸命収穫し、枯れ葉などを取り除い
てくれました。
☞たくさんのたね（写真）をありがとうございます。今後
の草花を増やす取組に活用します。サポーター事務局

草花を増やす　

 川島町立つばさ南小学校
　12月3日（月）、5年生の児童が、学校で育てたチカラシバ、
メハジキなどの荒川の草花を三ツ又沼ビオトープに植え戻
しました。また、散策中に見つけたカラスウリの橙色の果
実の中のたねを観察しました。
☞児童は面白い形をしたカラスウリの “たね” に興味津々の
様子でした。サポーター事務局

ハンノキの成長を調べる　

上尾市立太平中学校
　12 月 25 日（火）、科学部の生徒がハンノキの生育調査を
行いました。これまでにプロジェクトの一環で三ツ又沼ビ
オトープに植え戻したハンノキの樹高、幹の周囲長を計測
し、育ち具合を確認しました。また、学校で育てたハンノ
キの若木を植え戻しました。
☞皆さんの調査のおかげで、先輩たちが 17 年前から植え
てきたハンノキが、大きなものは高さ 10ｍ近くまで成長し
ていることがわかりました。サポーター事務局
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【環境サポーター大募集！】
自然を守る活動や自然学習の指導をする「あ
らかわ市民環境サポーター」を募集していま
す（荒川上流河川事務所内のサポーター事務
局 にて登録）。
地域の自然を守るためには、地域の方の力が
欠かせません。自然が好きな方、荒川が好き
な方、体を動かしたい方、いろいろな人と交
流したい方、ご連絡をお待ちしています！

【三ツ又沼ビオトープ】
上尾市と川越市、川島町の
さかい目にある、荒川の豊
かな自然が守られている場
所です。いつでも、だれで
も自然に親しむことができ
ます。
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いろいろな方が関わっています
三ツ又沼ビオトープに残された荒川の貴重な自然を守るために、
いろいろな方々が三ツ又沼ビオトープに関わっています。

県の環境学習講座で利用
埼玉県内の環境に高い関心を持つ高校生を対象とした
講座で、三ツ又沼ビオトープを題材に荒川の魅力を考
えました。

高校生環境学習講座
　12月15日（土）、埼玉
県立総合教育センター江
南支所主催「高校生環境
学習講座」の最終回で、
荒川の魅力について話し
合うワークショップが行
われました。当日は、日頃から保全管理に関わる環境
サポーターも加わり、高校生と一緒に、若者にとって
の荒川の自然の魅力やその発信方法について真剣に話
し合っていました。
☞普段見られない生きものの観察、流域の施設とのコ
ラボレートなど、様々なアイディアが高校生から出さ
れ、参考になりました。サポーター事務局

多様な主体との協働

ヨシ原の火入れ
　1月15日（火）、
湿地の希少な植物
を保全するため
に、環 境 サ ポ ー
ターや地域の市民
団体、ボランティ
アの方々との協働
でヨシ原の火入れを行いました。
☞予定していたほぼ全ての範囲を安全に燃やすことが
できました。ご協力くださった皆様、ありがとうござ
いました。サポーター事務局

大学と連携
大学の授業でも、三ツ又沼ビオトープは活用されてい
ます。その目的は、保全管理の体験を通じて、環境教
育のあり方や自然環境の保全の課題について考えたり、
その大変さや必要性を感じたりと、様々です。活動の
中で、学生と環境サポーターとが交流することも、双
方によい影響を与えています。

学習院大学 文学部 教育学科
　12月16日（日）、
「環境教育論Ⅰ」を
選択した教員を目
指す学生 33 名が
ヨシ刈りをして汗
を流しました。保
全管理を体験した後に、自然を守るボランティアの大
切さについて学生や環境サポーターが話し合いました。
☞環境教育を通じて育みたい人物像を考える良い機会
になったのではないでしょうか。
サポーター事務局

大正大学 人間環境学部 環境政策コース
　1月7日（月）、環境政策コースの学生43名が、刈り取っ
たヨシを掻き集めたり、台風
で折れたヤナギの枝を取り除
く活動などを行いました。保
全管理を体験した後に、自然
環境の保全の大変さと必要性
について学生や環境サポー
ターと話し合いました。
☞保全管理の大変さを実感しながらも、学生から「意
外と楽しかった！」という発言もあり、嬉しく思いま
した。サポーター事務局


